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●本所を改め本部としました。
●従来の生野支所・和田山支所・山東支所・朝来支所から、「生野地
域センター」・「和田山地域センター」・「山東地域センター」・「朝来
地域センター」と名称を変え、その統括部署として「地域統括課」
を設置しました。

●従来の地域福祉課を「総合支援課」と名称を変え、地域福祉関係
業務を行う地域福祉係と、増加している福祉相談の質の向上と関
係機関との連携強化のために総合相談係を設置しました。

●高齢者施設６施設をまとめ、「高齢者統括グループ」として独立し
た部署としました。

●あさごふれ愛の郷を「障害者統括グループ」として独立した部署
としました。

　平成27年度より朝来市社会福祉協議会の組織を改編いたしました。これは目 まぐるしく変化する社会環境に対応し、
また限られた人員で最大限の支援やサービスを市民の皆様やご利用者様に提 供するためのものです。
　一部の部署においては名称や人員、取扱い業務に変更があり、ご迷惑をお掛 けすることもあるかと存じますが、
今までと変わらぬご理解とご支援、ご愛顧賜りますようお願いいたします。

朝来市社会福祉  協議会の組織改編平成２７年度

■生野地域センター
　　　　（旧生野支所）
■和田山地域センター
　　　（旧和田山支所）
■山東地域センター
　　　　（旧山東支所）
■朝来地域センター
　　　　（旧朝来支所）

（主な業務）
●市民窓口対応全般
●センター各種行事・イベント
●団体事務
●配食サービス
●広報誌発行
●共同募金委員会
●社協会費
●衣裳貸出

（主な業務）
■地域福祉係
 ●地域福祉活動全般
 ●地域支援員活動
 ●ボランティア・市民活動等
■総合相談係
 ●貸付相談
 ●心配ごと、結婚相談
 ●福祉サービス利用援助
 ●その他相談全般

（主な業務）
●法人運営
●人財育成
●人事労務
●財務
●善意銀行
●庶務全般

（主な業務）
●各種介護保険事業の運営

（主な業務）
●高齢者施設の運営

（主な業務）
●障害者施設の運営

■居宅介護支援事業
■訪問介護事業
■訪問入浴介護事業
■福祉用具貸与事業
■高齢者相談センター

■小規模多機能施設
 ●ひなたぼっこ
 ●おくらべ
 ●ひばり
 ●宅老所えんや

■認知症通所介護事業
 ●宅老所ふらっと

■通所介護事業
 ●デイサービスセンター
 　かしのき園

■あさごふれ愛の郷
 ●あおぞら
 ●あさひ
 ●かがやき
 ●ＹＯＵ・愛センター
 ●のぞみ
 ●相談支援

総　務　課
朝来市山東町楽音寺95

総合支援課
朝来市山東町楽音寺95

地域統括課
朝来市山東町楽音寺118

高齢者統括グループ 障害者統括グループいきいき介護センター
朝来市山東町楽音寺95

理　事　会

主な変更点
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 次世代育成支援対策推進法が延長さ
れ、朝来市社会福祉協議会では第4期
の行動計画を策定しました。

【計画期間】 平成27年4月1日～平成32年3月31日までの5年間
【計画内容】 配偶者の出産に立ち会うことが前提で、それに伴い勤

務しないことが相当であると認められるとき、連続して
2日の特別休暇が、現行規程を1日上回り3日の範囲内
に強化しました。

(第4期一般事業主行動計画を策定) 

平成27年度朝来市社会福祉協議会

【理念】～誰もが安心して暮らせるまちづくりをめざして～
【方針】・持続した法人運営に向け、組織・機構の再構築を図ります。
　　　・相談支援活動を中心にした地域支援・個別支援活動を強化します。

組
織
機
構
を
見
直
し
ま
す
。併
せ
て
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
想
を
基
本
に
し
た
第
二
次
地
域
福
祉
推

進
計
画
及
び
第
二
次
社
協
発
展
計
画
の
策
定
に
入
り

ま
す
。

障
が
い
者
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し
た「
複
合
型
多
機

能
施
設
」建
設
に
向
け
県
調
整
及
び
補
助
申
請
を
行

い
ま
す
。関
連
し
て
当
事
者
関
係
者
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
設
計
協
議
に
入
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
住
民
主
体
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
に
価
値
づ
け
、社
協
ら
し
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
に
向
け
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題・相
談
に
対
応
す
る
視
点
に
立

ち
、新
た
に
総
合
相
談
係
を
設
け
貸
付・食
料
提
供・

地
域
支
援
員
を
中
心
に
近
隣
支
援
等
様
々
な
手
法
で

自
立
に
向
け
取
り
組
み
に
着
手
し
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
略
ち
ょ
ボ
ラ
）活
動
の
普

及
に
向
け
研
究
と
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

段
階
的
な
職
員
研
修
及
び
O
J
T
担
当
者
制
度
の
充

実
に
よ
っ
て
、職
員
育
成
及
び
問
題
意
識
醸
成
に
努

め
、職
場
環
境
の
改
善・改
革
を
進
め
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

そ
の1そ

の2そ
の3そ

の4そ
の5そ

の6

「活動基本方針と
　　　活動計画」の概要

仕事と子育ての両立を応援

　
　
　会
　長
　
　
　
　
　

　
　
　戸 

田
　幸 

男
　

　昨
年
度
は
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
社
協
の
数
々
の
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
急
速
に
進
行
す
る
人
口
減
少

社
会
、超
高
齢
化
社
会
に
対
応
出
来
る
体
制
づ

く
り
が
急
が
れ
ま
す
。更
に
二
十
七
年
度・二
十

八
年
度
で
は
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。殊
に
医
療・介
護
に
つ
い
て

は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。入
院
時
の
負

担
増・介
護
保
険
料
の
見
直
し
と
制
度
の
改
正

は
私
た
ち
を
直
撃
し
ま
す
。

　私
た
ち
は
安
心・安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、地
域
支
援
員
の
活
動
強
化・地
域
ぐ
る

み
で
行
な
う
地
域
ミ
ニ
デ
イ
活
動
な
ど
を

様
々
な
事
業
で
支
援
し
、高
齢
者
等
の
つ
な
が

り
づ
く
り・生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

そ
の
た
め
の
社
協
組
織
の
見
直
し
、財
政
の
確

立
、人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　今
年
度
の
新
し
い
役
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。

全
員
目
標
達
成
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。関

係
者
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全 ての 役 職 員  全 力 で目 標 達 成に努 力
第 6 期  役 員 体 制 が 決まる

平成27年度朝来市社協資金収支予算（法人全体）

理
事
・
監
事
の

　
　ご
紹
介（
順
不
同
）

任期

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

その他
1％

収入
540,883

会費・寄附金・
補助金等
18％

介護保険
61％

人件費
71％

事業費
19％

事務費
8％就労・障害福祉

サービス
20％ 支出

527,172

就労支援事業費
1％

その他
1％

（千円）（千円）

事業活動資金収支差額
施設整備等資金収支差額
その他の活動収支差額
予備費支出
当期資金収支差額

H27年度予算
13,711　

△4,895　
△5,663　

500　
2,653　

H26年度予算（補正後）
△11,111　　
△2,287　　

37　　
521　　

△13,882　　

増減  
24,822

△2,608
△5,700

△21
16,535

（千円）

会
　長
　
　戸
　田
　幸
　男

副
会
長
　
　仲
　村
　
　
　守

理
　事
　
　太
田
垣
　總
一
郎

理
　事
　
　日
下
部
　謙
　一

理
　事
　
　松
　本
　み
ゆ
き

理
　事
　
　萩
　野
　喜
代
一

理
　事
　
　足
　立
　喜
八
郎

理
　事
　
　稲
　津
　繁
　美

理
　事
　
　石
　田
　保
　孝

理
　事
　
　藤
　本
　義
　性

理
　事
　
　瀧
　口
　
　
　勇

理
　事
　
　濟
　
　
　東
　英

理
　事
　
　椿
　野
　幸
　子

理
　事
　
　
　
　賀
　睦
　子

理
　事
　
　馬
　場
　政
　江

監
　事
　
　大
　橋
　達
　男

監
　事
　
　楠
　
　
　成
　樹

毇雑
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　会
　長
　
　
　
　
　

　
　
　戸 

田
　幸 

男
　

　昨
年
度
は
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
社
協
の
数
々
の
事
業
の
充
実
を
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る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。厚
く
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礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
急
速
に
進
行
す
る
人
口
減
少

社
会
、超
高
齢
化
社
会
に
対
応
出
来
る
体
制
づ

く
り
が
急
が
れ
ま
す
。更
に
二
十
七
年
度・二
十

八
年
度
で
は
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。殊
に
医
療・介
護
に
つ
い
て

は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。入
院
時
の
負

担
増・介
護
保
険
料
の
見
直
し
と
制
度
の
改
正

は
私
た
ち
を
直
撃
し
ま
す
。

　私
た
ち
は
安
心・安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、地
域
支
援
員
の
活
動
強
化・地
域
ぐ
る

み
で
行
な
う
地
域
ミ
ニ
デ
イ
活
動
な
ど
を

様
々
な
事
業
で
支
援
し
、高
齢
者
等
の
つ
な
が

り
づ
く
り・生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

そ
の
た
め
の
社
協
組
織
の
見
直
し
、財
政
の
確

立
、人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　今
年
度
の
新
し
い
役
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。

全
員
目
標
達
成
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。関

係
者
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全 ての 役 職 員  全 力 で目 標 達 成に努 力
第 6 期  役 員 体 制 が 決まる

平成27年度朝来市社協資金収支予算（法人全体）

理
事
・
監
事
の

　
　ご
紹
介（
順
不
同
）

任期

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

その他
1％

収入
540,883

会費・寄附金・
補助金等
18％

介護保険
61％

人件費
71％

事業費
19％

事務費
8％就労・障害福祉

サービス
20％ 支出

527,172

就労支援事業費
1％

その他
1％

（千円）（千円）

事業活動資金収支差額
施設整備等資金収支差額
その他の活動収支差額
予備費支出
当期資金収支差額

H27年度予算
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△4,895　
△5,663　

500　
2,653　

H26年度予算（補正後）
△11,111　　
△2,287　　

37　　
521　　

△13,882　　

増減  
24,822

△2,608
△5,700

△21
16,535

（千円）
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　社協のいきいき介護センターのケアマネ
ジャー。多くの高齢者のお宅に訪問させていただく
中、サービスだけでは支えきれない生活の一場面が気になっています。
　まずは『ゴミの分別』。高齢者の足腰が弱くなったり、物事を忘れが
ちになると、燃えるゴミ、燃えないゴミ、ビンやカン等を収集日に分け
て出すことが大変になります。
　次に『郵便物の確認と整理』。郵便が
送られてくるも、内容が難しいこともあ
ってかそのままとなり、開けずにため
込んでしまうことがあります。特に支
払い関係の郵便となると、そのままに
しておくと大変なことになります。

　小規模多機能施設おくらべをご利用の田中民恵さん。
　土日は遠方からご家族が帰られますが、平日はお一人暮らし。ある
大雪の日に田中さんをご自宅に送迎すると、道路から玄関まで雪か
きがされていました。
　ご近所さん数人が歩行に不安のある田中さんが帰ってくるまで
に、「田中さんは一人住まいやで。」と雪かきをしてくださったみたい
です。
　田中さんは「家に帰ったら困るなぁと思っていたので嬉しかった。
普段からご近所さんから声かけしてくれるので、気にしていただきあ
りがたい。」とおっしゃってました。

　ボランティアという言葉が定着していますが、ここ数年
で「ちょボラ」や「ちょいボラ」という新しい言葉を耳にする
ようになりました。これは『ちょっとしたボランティア』の略
で、ボランティア団体に入って定期的に活動したり、被災
地に行くという大がかりのものでなく、日常の中で出来る
『ちょっとしたボランティア』のことを指します。
　じゃあ『ちょっとしたボランティア』とはどんなことなの
でしょうか。

　日常生活の中で、私たちが何気なく、当たり前のように出来るこ
とも高齢者の方や障がい者の方にとっては困難なことがあります。
　ちょっとしたボランティアはそのような場面で大活躍します。
　無理なく、自分のできる範囲で、気軽な気持ちでされる『ちょっと
したボランティア』で幸せな人が増えると素敵な地域になると思い
ませんか。
　ここでは実際にニーズのある『ちょっとしたボランティア』をご紹
介します。
　「これなら私にもできるかも！？」をぜひ探してみてください！

ちょっとしたボランティア

　朝来市ボランティア市
民活動センター（朝来市
社会福祉協議会）では
『ちょっとしたボランティ
ア』ができる方を募集し
ます。活動内容は問いま
せん。自分ができること
をボランティアとして生
かしてみませんか。
＊センターにボランティア登録いただき、市内においてニーズが
あったときにお声かけをさせていただく流れとなります。

＊センターに登録いただくと、ボランティア共済（保険）に加入い
ただけます。

＊社協を通さず、個人で活動されても、もちろん結構です。

『ちょっとしたボランティア』を
やってみませんか？

　皆さんの『ちょっとしたボランティア』で集まっ
た空き缶のプルタブを換金し、車
いすの購入財源とする取り組み。
今回はその車いすの寄贈先を募
集します。
　下記にてお申し込みください。

車いす寄贈先を募集します！

　ボランティアという言葉が定着していますが、ここ数年　ボランティアという言葉が定着していますが、ここ数年
で「ちょボラ」や「ちょいボラ」という新しい言葉を耳にするで「ちょボラ」や「ちょいボラ」という新しい言葉を耳にする
ようになりました。これは『ちょっとしたボランティア』の略ようになりました。これは『ちょっとしたボランティア』の略

ちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティアちょっとしたボランティア

日常の中の
さりげない温かさ

　雪かきは冬の日常生活では欠かせない
場面です。「自分の家のついでに雪かきます
よ」「時間があるからやりましょうか？」など日常
の生活の中で、無理なく気軽にできることが

ちょっとボランティアなのですね。

1エピソード

2エピソード

　どちらも日常生活で欠かせな
い場面です。例えばサービス利
用時などは気にすることができ

ますが、利用日以外の日はご自身
でしなければなりません。こんな時、ちょ
っと手を差し伸べてくださるボランティ
アさんがいれば助かりますよね。

□お茶を飲みながら世間話
□ごみの分別
□ごみをステーションに持っていく
□自分の買い物ついでにお買い物
□郵便物の確認や整理
□病院受診の診察券入れ
□お手紙や書類の代筆
□食事の声掛けや食べたことの確認
□服薬のお声掛け
□冬場の灯油の運搬・補充
□墓地の掃除
□家具の移動

□雪かき
□花の水やり
□野菜の収穫
□認知症の方へのお声掛け
　（例「どちらへ行かれますか？」）
□廃品回収の準備（分別やひも縛り）
□犬の散歩
□将棋や囲碁の相手
□文通の相手
□粗大ごみの運搬
□電球の交換など
□排水溝や換気扇の掃除

あなたも『ちょっとしたボランティア』チェックリスト！！生 活 支 援 編

＊空き缶のプルタブ回収の取り組みは継続しますのでご協力お願
いいたします。

対　　象
申込み先

募集期間
そ の 他

市内の団体（企業と個人は対象外）
社協の各地域センターにご連絡くだ
さい。
5月22日（金）まで
応募多数の場合、選考といたします。



7 6

　社協のいきいき介護センターのケアマネ
ジャー。多くの高齢者のお宅に訪問させていただく
中、サービスだけでは支えきれない生活の一場面が気になっています。
　まずは『ゴミの分別』。高齢者の足腰が弱くなったり、物事を忘れが
ちになると、燃えるゴミ、燃えないゴミ、ビンやカン等を収集日に分け
て出すことが大変になります。
　次に『郵便物の確認と整理』。郵便が
送られてくるも、内容が難しいこともあ
ってかそのままとなり、開けずにため
込んでしまうことがあります。特に支
払い関係の郵便となると、そのままに
しておくと大変なことになります。

　小規模多機能施設おくらべをご利用の田中民恵さん。
　土日は遠方からご家族が帰られますが、平日はお一人暮らし。ある
大雪の日に田中さんをご自宅に送迎すると、道路から玄関まで雪か
きがされていました。
　ご近所さん数人が歩行に不安のある田中さんが帰ってくるまで
に、「田中さんは一人住まいやで。」と雪かきをしてくださったみたい
です。
　田中さんは「家に帰ったら困るなぁと思っていたので嬉しかった。
普段からご近所さんから声かけしてくれるので、気にしていただきあ
りがたい。」とおっしゃってました。

　ボランティアという言葉が定着していますが、ここ数年
で「ちょボラ」や「ちょいボラ」という新しい言葉を耳にする
ようになりました。これは『ちょっとしたボランティア』の略
で、ボランティア団体に入って定期的に活動したり、被災
地に行くという大がかりのものでなく、日常の中で出来る
『ちょっとしたボランティア』のことを指します。
　じゃあ『ちょっとしたボランティア』とはどんなことなの
でしょうか。

　日常生活の中で、私たちが何気なく、当たり前のように出来るこ
とも高齢者の方や障がい者の方にとっては困難なことがあります。
　ちょっとしたボランティアはそのような場面で大活躍します。
　無理なく、自分のできる範囲で、気軽な気持ちでされる『ちょっと
したボランティア』で幸せな人が増えると素敵な地域になると思い
ませんか。
　ここでは実際にニーズのある『ちょっとしたボランティア』をご紹
介します。
　「これなら私にもできるかも！？」をぜひ探してみてください！

ちょっとしたボランティア

　朝来市ボランティア市
民活動センター（朝来市
社会福祉協議会）では
『ちょっとしたボランティ
ア』ができる方を募集し
ます。活動内容は問いま
せん。自分ができること
をボランティアとして生
かしてみませんか。
＊センターにボランティア登録いただき、市内においてニーズが
あったときにお声かけをさせていただく流れとなります。

＊センターに登録いただくと、ボランティア共済（保険）に加入い
ただけます。

＊社協を通さず、個人で活動されても、もちろん結構です。

　朝来市ボランティア市
民活動センター（朝来市

『ちょっとしたボランティア』を
やってみませんか？

　皆さんの『ちょっとしたボランティア』で集まっ
た空き缶のプルタブを換金し、車
いすの購入財源とする取り組み。
今回はその車いすの寄贈先を募
集します。
　下記にてお申し込みください。

　皆さんの『ちょっとしたボランティア』で集まっ　皆さんの『ちょっとしたボランティア』で集まっ

車いす寄贈先を募集します！

日常の中の
さりげない温かさ

　雪かきは冬の日常生活では欠かせない
場面です。「自分の家のついでに雪かきます
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ますが、利用日以外の日はご自身
でしなければなりません。こんな時、ちょ
っと手を差し伸べてくださるボランティ
アさんがいれば助かりますよね。

□お茶を飲みながら世間話
□ごみの分別
□ごみをステーションに持っていく
□自分の買い物ついでにお買い物
□郵便物の確認や整理
□病院受診の診察券入れ
□お手紙や書類の代筆
□食事の声掛けや食べたことの確認
□服薬のお声掛け
□冬場の灯油の運搬・補充
□墓地の掃除
□家具の移動

□雪かき
□花の水やり
□野菜の収穫
□認知症の方へのお声掛け
　（例「どちらへ行かれますか？」）
□廃品回収の準備（分別やひも縛り）
□犬の散歩
□将棋や囲碁の相手
□文通の相手
□粗大ごみの運搬
□電球の交換など
□排水溝や換気扇の掃除

あなたも『ちょっとしたボランティア』チェックリスト！！生 活 支 援 編

□廃品回収の準備（分別やひも縛り）

＊空き缶のプルタブ回収の取り組みは継続しますのでご協力お願
いいたします。

対　　象
申込み先

募集期間
そ の 他
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応募多数の場合、選考といたします。
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お金のやりとりに
自信がありません。

　社会福祉協議会では、「誰もが安心して暮らせるまちづくりをめざして」を基本理念とし、地域福祉活
動を推進しています。
　この地域福祉活動は、今後ますます増えるさまざまな福祉課題に対し、その地域住民のみなさんや
福祉関係者などが協力して課題解決に取り組む活動です。
　地域における、介護・障がい者・生活困窮者支援など地域の皆さんや関係機関と協力して朝来市の
地域福祉が向上するよう、なお一層のご協力をよろしくお願い申し上げます。

　平成26年度は自治協への参画、地域ミニデイ
等の訪問を中心に地域に85回出向きました。
　地域支援員の活動が地域を大きく変えること
はありません。地域の方とともに汗をかきながら
少しずつ地域が良くなればという想いで今後も地
域と密着しながら地域支援員の活動を行っていき
ます。今後ともよろしくお願いします。

　市内161区の地域とともに地域の皆さんととも
に地域の問題や課題の解決に向け一緒に考えて
いきます！  よろしくお願いいたします。
※（○はリーダー）
※各校区（　　）ミニデイ実施グループ数

あなたの地域の
地域支援員

中 川

グループ
ミニデイ6

竹 田

グループ
ミニデイ4

大 蔵

グループ
ミニデイ5

和田山

グループ
ミニデイ9

奥銀谷

グループ
ミニデイ2

いくの

グループ
ミニデイ9

中川地区
○上谷　清志　
　向　　洋子　
　清水小百合

糸井地区
○片山千代子　
　藤本　千里　
　田中　篤子

和田山地区
○清水幸一朗　
　須磨　和博　
　古川　康子

東 河

グループ
ミニデイ4

糸 井

グループ
ミニデイ9

東河地区
○田路　幸代　
　谷口　弘子
　四方　満鈴

竹田地区
○馬場　淳子　
　山中　秀基　
　原口まゆみ

大蔵地区
○上山　聡史　
　長崎　聡子　
　岡　　明穂

山 口

グループ
ミニデイ13

生野地区
○池野　信博　
　谷川　裕美　
　西垣　裕子

山口地区
○谷井　章子　
　守本　里美
　松岡万美子

奥銀谷地区
○須磨　正彦　
　竹村　幸大　
　井上　周子

与布土

グループ
ミニデイ8 与布土地区

○平岡　好美
　森岡　恵子
　梶　　裕子

梁 瀬

グループ
ミニデイ10

梁瀬地区
○足立真紀子
　白川　　謙
　上田　浩子

粟 鹿

グループ
ミニデイ3 粟鹿地区

○奥田佐代子
　小田垣　栄
　足立　陽子

～あなたの会費が朝来の地域福祉を支えています～

社協会費
一般会費…1,200円（一口） 市内にお住いの世帯
賛助会費…3,000円（一口） 法人の目的に賛同する個人
特別会費…5,000円（一口） 法人の目的に賛同する法人及び事業所・団体

平成27年度社協会費にご協力をお願いします！！

認知症・障がいなどにより判断能力に不安がある方を対象にした事業
です。心配な方はまず、お近くの社協地域センターにご連絡ください！！
ご本人以外でも、ご家族やご近所の方など身近な方、民生委員さん、
行政など関係団体を通じてのお問い合わせにも対応します。

福祉サービス
利用援助事業
（日常生活自立支援事業）

日常の金銭管理
サービス 福祉サービスの

利用援助サービス

郵便物確認の
お手伝い

通帳や印鑑を
失くしてしまいます。 市役所から書類が届いたけど

どうすればいいのかな？

福祉サービスの
利用手続きが分かりません。

通帳・印鑑
預かりサービス

エピソード①／中川地域
　閉じこもりがちの冬場。「気軽にふれあう機会が無い
かな～」と始められた「ふれあい喫茶」をされている地
域の情報を聞き、中川校区内のとある区が視察見学。
「うちの区でも、誰でも気軽にお茶を飲みながら寄れる
場所を作ろう」ということで、早速、取り組まれることに。
同じ中川校区でも「うちでも出来ないかな」と同じ校区
内の違う地域が動き出しました。情報をつなぎながら、
地域支援員が地域をつないでいます。

　公民館で行われているミニデ
イに車いすを使用されている方
が、是非、参加したいと思われて
いるが、車いすのまま公民館に
入れない環境でした。地域支援
員が福祉用具の販売店に相談。
環境を整備するため、公民館の
玄関に車いすがそのまま、入れ
るように区がスロープを設置さ
れました。ちょっとした働きかけ
で安心してミニデイに参加され
るようになりました。

エピソード②
東河地域

エピソード③
和田山地域

　東河校区の民生委
員さんは地域内での
課題や問題を整理す
るために「福祉マップ」
を自発的に作成され
ています。地域支援員
も民生委員さんに協
力しながら、地域内の
課題や問題に対し共
に問題解決に向け取
り組んでいます。

よろしく
お願いします
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お金のやりとりに
自信がありません。
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●供養預託
●金銭預託
・１区　　　羽渕　正樹（亡父）
・２区　　　永田　修平（亡母）
・４区　　　竹村　勝男（亡母）
・６区　　　戸田冨美子（亡母）
・上生野　　早草　茂一（亡母）
・川尻　　　佐子　芳明（亡父）
・栃原　　　馬場るみ子（亡父）
●善意の預託
●物品預託
・上生野　　早草　　廣（野菜）
・黒川　　　竹村　由雄（もち米30㎏）
・猪野々　　臼井フサヱ（食材）
・小田和　　小谷　　要（野菜）
・匿名１件（もち米15㎏）

●供養預託
●金銭預託
・林垣　　　佐伯　光俊（亡母）
・寺内　　　石橋　禎之（亡父）
・土田　　　松田まつゑ（亡夫）
・枚田　　　松原　智子（亡夫）
・玉置　　　長濱　良博（亡母）
・竹田新町　赤井　隆行（亡母）
・竹田新町　山下美和子・石井　惠
 　　　　　（亡母）

●善意の預託
●金銭預託
・山東民生委員児童委員協議会（3件）
・道の駅但馬のまほろば
●物品預託
・上ゲ町　波多野孝司（介護用品）
・匿名１件（肌着）

●供養預託
●金銭預託
・石田　　　池野悠紀雄（亡母）
・山口　　　清水　尚郎（亡母）
・立野　　　片山奈知子（亡夫）
・元津　　　能見　新子（亡夫）
・上岩津　　細谷　悦夫（亡父）
・澤　　　　石本　達哉（亡祖父）
●善意の預託
●金銭預託
・木村医院職員一同
●物品預託
・立脇　　　上田たね子（野菜）
・山口　　　清水　尚郎（介護用品）

善意銀行だより 平成27年2月1日～平成27年3月31日

ご寄付いただいた皆様の善意にお応えできるよう、有効に活用させていただきます。

・久世田　　髙本　達也（亡父）
・匿名１件（亡妻）
●善意の預託
●金銭預託
・林垣　隨泉寺・詠和会・泉会
　　　 （寒行浄財）
・匿名１件
●物品預託
・竹田新町　山下美和子・石井　惠
　　　　　 （お米60㎏）
・久世田　　髙本　彰一（自動血圧計）
・高生田老人クラブ（雑巾）
・ミニボートピア朝来（車椅子２台）
・ドラッグエンゼル　安福　武美
　　　　　　　　　 （介護用品）
・匿名１件（介護用品）

●供養預託
●金銭預託
・川原町　　宮谷　史朗（亡叔父）
・上ゲ町　　波多野孝司（亡母）
・新堂　　　波多野芳則（亡母）
・諏訪　　　湯口　　守（亡義母）
・諏訪　　　西村　康子（亡夫）
・楽音寺　　吉本　康子（亡母）
・清水町　　衣川　義弘（亡父）
・三保　　　早田　　寛（亡母）

和田山

生野

山東

朝来

（敬称略・順不同） ※名前、預託内容、金額等につい
ては、申込者に承諾をいただいて掲載しています。

広報誌第1号発行から数年広報誌の担当をし、その後はしばらく離れていましたが、4月から再度担当すること
になりました。広報誌は1年で6回発行するので、10年で60回発行。今回は11年目の第61号となっています。計
算してみると…私が社協にいる間には第200号までは到達しそうです（笑） でも第200号は今のような広報
誌なのでしょうか？ 技術の進歩を考えると、立体に見える広報誌や動画の広報誌、匂い付きの広報誌や食べ
れる広報誌（!?）などもあるかもしれません。なんとか自分の目で見届けたいものです！

編 集
後 記

　3月15日に生野支所で開催しました「福祉バザー」に今
年も多くの皆さんにご来場いただき、売上総額257,030円
となりました。
　物品を提供いただいた地域の皆さんや、集めていただ
いた区長さん、民生委員さんなど多くの方のご協力にお礼
申し上げます。ありがとうございました。

　この度、公益財団法人日本財団様より、
障がい者（児）自立支援施設あさごふれ愛
の郷YOU・愛センターに、待望の送迎車両
を贈呈いただきました。
　車両にはカラフルな可愛い顔のロゴマ
ークがたくさんあり、ご利用されている子
どもさん達にも大好評です！安全運転を心
がけ大事に使わせて頂きます。ありがとう
ございました！

ゆ　ー　    あい

　この度、公益財団法人日本財団様より、　この度、公益財団法人日本財団様より、　この度、公益財団法人日本財団様より、　この度、公益財団法人日本財団様より、　この度、公益財団法人日本財団様より、

　3月15日に生野支所で開催しました「福祉バザー」に今

会場は熱気ムンムン！
「生野福祉バザー」


